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総　　　数 ．』 ｮ物性食品 植物性食品 間　　．食
昭和47年 ．26±1．8 6±1．3 20±2．2 5±1．3
52年 29±a4　・ 6±0．5 ，23±a1 4±α6
57年 30±α4 7±a2 23±58 3±1．0
52年／47年×100 11ユ．5 10α0 115．0 80．0
　r轤V年／47年x100 115．4 11α7 115．0 6α0
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卜一スト おにぎり 米飯 せんべい
オムレツ 豚ひき肉の卵とじ みそ汁（かぼちゃ，油揚 はっか糀? 野菜サラダ きゆうりとトマト げ） e・d・c ブリンスメロン










度 ? 野菜サラダ ほうれん球ごま和え 焼きぎようざ e●C●C牛乳 りんご ほうれん草とかまぽζの
みかん 牛乳 浸し
みかん
トースト 米飯 米飯 アイスクリーム
いり卵 豚肉味噌漬焼き みそ汁（じ9がいも，わ ビスケット











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































籍醐禮慧 摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂取201％以上
昭和　47年 52年 57年 ・47年 52年 57年 47年 52年 57年
穀　　　類 9 9 44 22 6 0 0 0 0
い　も　類 32 30 11 9 12 17 17 28 0
砂　糖　類 23 41 44 11 14 6 33 ユ4 0
油　脂『類・ 20 7 0 12 5 17 35 37 0
豆　　　類 26 51 28 13 5 6 4　． 5 ・6
緑黄色野菜 51 61 39 11 9 6 0 0 0
その他の野菜 11 14 11 20 12 22 5 9 0??????? ??
15 6 5 2 22 48 8 6
魚　介　類 12 26 0 10 9 11 28 26 6
肉　　　類 15 7 0 12 5 0 16 25 50
卵　　　類 21 21 22 16 19 6 2 9 0








































































































































































































































































































































































噌 　　　　　■a47．年 123 129 143 ：85 12巳 1重7 68 斜 95’ ！35 121．8 3L7 2巳o?
52俸 107 126 146 ：38 132 1：8 L27 100 90 1灘 12a2 1＆2 量4．9
57　帰 98 II5　’ ：唱0 聾32 135 80 1：3 99 116 89 川」 20．0 凪1
47㌶ 98 110 u9 鷲9 Il1 120 69 50 ．　88 79 97．3 2a2 喫」8?
52郎 89 1且9 140 107 102 127 103 96，． 81 69 10コ．3 2！．3
??．?
57　年 98 120 136 136 145 82 103　． II6 ！14 衡 ：：乞0 2εo 2z3
47年 127 1訓 138 165 128 124 ．79 go 97 135 ：21．8 258 2L2?
52年 101 躍05 ：16 115 107 103 ：㎎ 97　． 肥 皿59 重06」7 20」 1＆5
57噸 ％ 1且4 138 124 135 77 ：07 114 ：03 η Io8」1 21．9 20．3
47年 124 128 136 174 123 117 67『 圏 97　一 ！29 臆軌3 鎚L2 ’・ Q3．6?
52隼 II9 137 ：61 960 148 13s 148 116 ・川 ：51 ：3＆6 1＆量 星3』
57年 98 119 346 129 132 朋 136 コ07 聖85 卯 122」8 29．9 24．3
一工 コ言8 325 131 161 123 B20 ？1 86 95 コ20 5：＆3 25．5 2Z2 臨991 9
47r二’ S．D． 13．4 105 10L4 29．0 ＆o a3 畿6 17．3 4．4 27．3 脚 一 一
? C。V。 11．4 a4 7L8 18．0 a5 28
???
20」 4．6 2Z8 肱0 6．9 6Z7
r
一； 1㎝ 122 1411 ！30 」22 121 一．，120 ：02 9題 ！29 118．2 1臥0 1乞7 ．　0．969
﹇?
52軍 S．D． 1z5 塞3．4 ：8．7 2ag 21．6 ：3．7 2ao 駐3 臥g 4塞』 一 ， 一
可匙 C．V。 1ao U．0 13．3 18．4 17．7 11．3 18．3 9．3 15．3 3題．9 ！＆7 a6 39．5
一工 97 1：8 140 13！ 13B 81 1！6 110 m 80 11a2 2L3 19．0 α知 16
均
571ド S．D． 1S．8 23．0 鉤．7 2al 2＆8 ：ag 2a8 3Z2 29．7 24．6 鱒 一 一
’C」V． 鳳2 塞9．6 2塵．8 16．9 20．9 17．1 24．8 29．2 塞9．5 30．？ 2L7 51 23．5
52犀／47確XIOO88．1 97．6 105．2 80．7 99．2 ！00．8 369」0 118．6 95．8 Io7．5 量05．3 24．4 圏LO
57耀／47fFXIOO8a2 91．4 101．4 81．？ 152．2 研．5 15a4 ！27．9 鎚6．8 66．7 101．7 29．9 29．4 一




昭和47年 52年 57年 47年 52年’157年 47年 52年 57．年
エネルギー 噛、0　－ 0　． 0 ．20 47 22 3 5 一　〇総たん白質 ’0 0 0 22 19 33 13 18 6
動物性たん白質 0 2 0 ・17 20 11 33 26 33
脂　　　　質 ? 0 ・0 7 35 11 57 27 17・
ヵ．ル，シ，ウム ．　1． ．9 0． ．． R0 26．．． ユ7、 18 @27’…，39
鉄 2 0 一・O－・・一一・29一 ．20・ 17・ 一〇 一　14 一・ O
ビタ　ミ　ンA 3 12 0 幽32 26 ’50 3 22 17
ビタ　ミ　ンB1 5 0 0一 27 28 33 14 7　， 11
ビタ　ミ　ンB2 0 ’7 0 28 19 ・33 5 9 0










穀類エネルギー比〔％ 38 41 32 糖質エネルギー比｛鰯 59 53 51 64～57
米類エネルギー比囲
??
16 』』P8 脂質エネルギー比｛鮒 28 32 34 25～30





















47年 52年 57年 47年 52年 57年 47年 52年 57年
総たん白質の
搬　取比串醐 129 126 115 110 119 120 】34 105 114
動物性たん白質の
摂取比率｛劒 143 146 140 119 140 136 138 】16 ’138
動動性たん白質地的 555 58．5 60．97　54。3 57．6 58．4 5L2 54．7 60．2
た　ん　白　価 85（Try）？6（S） ㌧82（S） 81（S｝ 87（S） 83（S》 91（Try）86（S） 80（S）
ア　ミ　ノ　酸価 82（Thr）84（Thr）90（Thr》90（Thr）86（Thr）94（冊r） 8ε（Thr》89（Thr）87（Thr）
卵価（日本1966）81（S》 65（S） 68（S）’ 70（S） 75（S） 68（S） 76（S） 58（S》’ 68（S）
人乳価（日本1966）89（Leu）89（Try）85（Try）89（Leの90（Leu）84｛Try）88（Leμ）71（Try）85（Try）
牛乳価（日本1966）91（Lys》95（Phの88（Lys）84（Lys）88（P喚e）87（Lys）91（Lys）75（Phe）88（Lys）
E／T比 a5142，539 2，610 2，493 2，515 2，699 a5923，176 a573





47年 52年 57年 47年 52年 57年
総たん白質の
摂取比串協 128 137 】19 125 122 1】8
動物性たん白質の
摂取比率｛劒 136 161 146 134 M1 140
動動性たん白質比矧 5Z9 60．0 6LO 53．5 5乳9 59．9
た　ん　白／伍 82（Try）88（Try）83（S） 86（Try）89（S） 82（S）．
F置
ア　ミ　ノ　酸価 85（Thr》88（Thr）92（Thr）86（Thr）87（Thr）91（Thr）
卵価（日本1966）76（S） 84（S） 70（S） 75（S） 74（S） 69（S）
人乳価（日本1966）86（Try）92（】しeu）86（Try）87（Try）89（Try）85（Try）
牛乳価（日本1966）87（Lys）91（Phe）87（Lys）89（Lys）92（Phの88（Lys）
E／T比 2，492 2，698 2，651 2，522 a5892，634




















































































平均値 3．2　曾1．8 56．3 3．5 0．8 229 3．0 1．0 33．3
6．全体的考察
　以上の如く、日本経済の高度成長の最盛期より低
成長時代に至る約10年間の時代的推移による都市近
郊幼児の食生活変容の実態を、10～25名の事例につ
いて観察したのであるが、10年間をはさんだ前後で、
きわめて近似した摂取量を示す食品群は豆類、緑黄
色野菜および乳類であり、肉類のみが増加し、穀類
の著減を初めとして9食品群が減少した。栄養素摂
取状況においては、47年度のビタミンA、B1およ
びB2の低値、52年度のビタミンB2の低値はいず
れも改善されたが、57年度には新たにエネルギー、
鉄およびビタミンCが栄養所要量を下廻り、10栄養
素の摂取比率の所要量パターンに対するパターン類
似率が僅少ながら漸減した。また、P・F・Cエネ
ルギー比は47年度は適正値内にあったが、52年度よ
　りそれを逸脱し、57年度は穂質エネルギー比の減少
と脂質エネルギー比の増加がさらに進展し、穀類エ
ネルギー比は減少の一途を辿り、遂に32％に至った。
一方、動物性たん白質比と動物性脂質比は推奨値を
超えて漸増している。これらの現象はいわゆる食生
活の都市化傾向と解されているが、対象児の場合は、
47年度にすでに都市化傾向がうかがわれ、52年度に
は一部食品群や栄養素の多量摂取が懸念される状況
を有しながらも、栄養素摂取比率はビタミンB2の
91％の他は102～141％であり、しかも各栄養素摂
取上のバラツキが最小であったことから、この時期
が或は都市近郊の幼児栄養としての到達点であった
のではなかろうかと推察される。57年度の成績は栄
養学の示す標準に比しややアンバランスを呈し初め
ていることは否めない。とくに、エネルギーと鉄の
適量摂取児の漸減傾向は、山村幼児をはじめとして
著者らのこれまでの調査対象の摂取状況には見られ
なかったことである。逸見ら22）の保育園園児325
名の調査においてもエネルギーと鉄が少なかったと
報告され、また、藤沢23）も緑黄色野菜、卵、レバ
ーなどを積極的にとり入れない限り鉄不足はまぬが
れないことを強調している。
　対象児の母親は専業主婦が殆んどであり、子ども
の食事への関心も高く、本調査にも調査目的に賛同
されて、積極的に参加されたものであるが、個人宛
調査結果の還付を通しての意見交換の中で、異口同
音に発せられた言葉が、日頃、肉や切身魚を主にし
ており、野菜や穀類が少ないのではないかとの懸念
が的中していた、とくに緑黄色野菜の不足に驚いた
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ということであった。このような食生活を可能にす
る社会的、経済的背景があり、また大方の幼児の食
嗜好は動物性食晶を好み、野菜や穀類を好まず、母
親や家族がこれに仰合するようであれば、バランス
を欠く都市化型食生活に容易に変容されて行くこと
となるであろう。幼児期のこのような食生活が、そ
の児の成長や成人期の健康にとっていかなる影響を
及ぼすものであるかについて、今後は検討され、』指
導面へ還元されなければならないものと思う。
　都市近郊の幼児栄養においては、現在の動向のま
ま進展するのか、何かを契機に適正域に回帰するよ
うにな1るのか、或は新しい現象が展開されるように
なるのか、関心の持たれるところであり、さらに5
年後の調査を期して待ちたい。
　　　　　　　要　　　　　約’
　幼児栄養をよ．り適格に把握するために、昭和47年、
52年および57年度の飾近郊幼児の錦・栄養瀬取
状況について検討を加えた。離象児は4～6歳児10～
25名で、四季の各連続3日間（通年ユ2白間）の食物摂
取量を個人別に評量し、食品構成目安量ならびに個人
別に弊定した栄養所要爺と対比して、5～10年間の推
移状況を調べ、以下の結果を得た。
　｛1）摂取食品数は1人1日当たり26→29→30種類と
　　増加し、動物性食品数は6→6→7種類へ、植物
　　性食品数は20→23→23種類へ増加し、間食食品数
　　は5→4→3種類と漸減した。
｛2）食品摂取状況は、10年間に増加したのは肉類の
　みであり、減少したのは穀類をはじめとする9食
　品群であり、変動のみられなかったのは豆類、緑
　黄色野菜および乳類の3食品群であった。摂取比
率の平均値は131．2±49．・5－100．・2±“．1％へ
　目安量に対するパターン類似率はO．　940→α922
　へそれぞれ減少した。充足されていないのは穀類、
　いも類、砂糖類、豆類、緑黄色野菜、その他の野
　菜および卵類の7食品群である。
｛3｝栄渡素摂取状況は、10年間に摂取比率の平均値
　は115．　3±25．6→112．2‡21．3％へ、所要量パ
　ターンに対するパターン類似率はα991→0．984
　へそれぞれ推移し、動物性たん白質とカルシゥム
　の摂取増が大きく、％足されない栄養素は、10年
　前はビタミンA、BlおよびB2、5年前はビタミ
　ンB2のみであったが、57年度はエネルギー、鉄
　およびビタミンCとなり、しかも栄養素摂取上の
　　　個人差がやや大となった。
　　｛4）摂取エネルギー比については、穀類エネルギー
　　比（38→41→32％）、米類エネルギー比（25→16
　　→18彩）、小麦類エネルギー比（13→25→14％）
　　および穂質エネルギー比（59らS3→51％）は漸減
　　　し｝脂質エネルギー比（28→32→34％）、たん白
　　質エネルギー比（13→15→15％）・は漸増したこ
　（5｝摂取たん白質の質的評価は、動物性たん白質比
　　は53．　5－一〉　57．9→59．9％と推奨値を超え、たん
　『白価は86（S）→82（S）、アミノ酸価は92（Thr）
　　→91（Thr）、卵価は75（S）→69（S）、人乳価は
　　87（Try）→85（Try）、牛乳価は89（Lys）→
　　88（Lys）へ推移した。
　（6）‘動物性脂質比は49．8→5ユ．5→52．0％へ漸増
　　した。
　｛7）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は、
　　身長は99．Q±3．・5→10i．2±4．・8→99．1±56
、　％、体重94．1±5．　3→10ユ．1±7．7→95．7±
　　13．6％といずれも適正範囲にあり、体力評価は
　　3．　2±1．8→3．　5±0．8→3．0±1．0と中位の成
　　績であった。
終り鵬ゑ本研究に際して終始ご繍なご｝旨導を
賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し上げま
す。また、調査の進行上限りないお力添えを賜わりま
した本学付属幼稚園の本井昌先生はじめ諸先生方、さ
らに調査対象のご家庭の方々の一年間にわたるご協力
に対しまして、深く感謝申し上げます。
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